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(57)【要約】
【課題】光ピックアップ装置の対物レンズと光ディスク
との直接の接触を防止する緩衝部を備えるレンズホルダ
で、緩衝部の対物レンズに対する突出量の安定化と、製
作コストの低廉化とを図り、信頼性の高い光ピックアッ
プ装置を提供する。
【解決手段】光ピックアップ装置におけるレンズホルダ
１０は、対物レンズ５の外周近傍部を当接させるレンズ
当接部１０ｃと、レンズ当接部１０ｃの外側近傍に形成
された突起１０ｅと、突起１０ｅの周囲においてレンズ
当接部１０ｃに臨む状態で設けられた接着剤溜まり１０
ｄと、突起１０ｅの頭頂部から接着剤溜まり１０ｄにか
けて延在する弾性接着剤１７が固化することで、接着剤
溜まり１０ｄにおいて対物レンズ５を接着固定するレン
ズ固定部１９と、頭頂部に形成された光ディスク２０と
の接触衝撃を緩和する緩衝部１８とを備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズを接着によりレンズホルダに固定した光ピックアップ装置であって、前記レ
ンズホルダは、前記対物レンズの外周近傍部を当接させるレンズ当接部と、前記レンズ当
接部の外側近傍に形成された突起と、前記突起の周囲において前記レンズ当接部に臨む状
態で設けられた接着剤溜まりと、前記突起の頭頂部から前記接着剤溜まりにかけて延在す
る弾性接着剤が固化することで、前記接着剤溜まりにおいて前記対物レンズを接着固定す
るレンズ固定部と、前記頭頂部に形成された光ディスクとの接触衝撃を緩和する緩衝部と
を備えている光ピックアップ装置。
【請求項２】
　前記突起は、その頭頂部に窪みが凹入形成されており、前記弾性接着剤の固化による前
記緩衝部が前記窪みに嵌合している請求項１に記載の光ピックアップ装置。
【請求項３】
　前記弾性接着剤は光硬化性接着剤である請求項１または請求項２に記載の光ピックアッ
プ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＣＤ（コンパクトディスク）、ＤＶＤ（ディジタルバーサタイルディスク）
、ＢＤ（ブルーレイディスク）等の円盤状の記録媒体である光ディスクに光ビームを照射
して情報の記録や読み取りを行う光ピックアップ装置にかかわり、特には、光ディスクに
ソフトに接触することにより対物レンズが光ディスクに直接衝突するのを防止する緩衝部
をレンズホルダに備えた光ピックアップ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光ピックアップ装置には、光ディスクに対面して光ディスクの情報を読み取り・書き込
みするための光ビームを入出射する対物レンズ、対物レンズを保持するレンズホルダ、レ
ンズホルダを弾性的に保持するワイヤーサスペンションなどの弾性部材、そして対物レン
ズと光ディスクの作動距離（ＷＤ：ワーキングディスタンス）を一定に保つために、レン
ズホルダをフォーカス方向に動作制御（フォーカスサーボ動作）する駆動手段などが設け
られている。駆動手段は、情報の読み取り・書き込みのときに、光源から出射される光ビ
ームの焦点が光ディスク記録面に合うように、レンズホルダのフォーカスサーボ動作を行
う。
【０００３】
　情報の読み取り・書き込みで光ディスクが回転するときには、光ディスク自身の面振れ
成分に、ディスクモータの回転軸の振れから発生する面振れが加わり、光ディスクの情報
記録面が位置変化する。そのため、レンズホルダのフォーカス方向の移動可能範囲は、情
報記録面の位置変化量以上になるように設定する必要がある。近年の光ディスク装置は、
薄型化と高記録密度化により、その光ピックアップ装置の作動距離（ＷＤ）が１ｍｍ以下
に設定されることが多い。そのため、レンズホルダの移動可能範囲は、作動距離（ＷＤ）
に対して相対的に大きく設定される傾向にある。
【０００４】
　ところで、フォーカスサーボ動作でレンズホルダを動作させる場合はもとより、フォー
カスサーボ動作ではないが、外部振動に起因してレンズホルダがフォーカス方向に振動す
る場合でも、レンズホルダが光ディスクに無制御状態で接近してレンズホルダ上の対物レ
ンズが光ディスクに接触し、対物レンズや光ディスクが傷つく可能性が高くなる。
【０００５】
　対物レンズや光ディスクが傷つくと、記録内容の読み取りができなくなったり、書き込
みができなくなる。その防止対策として、従来より、対物レンズが接触する前に光ディス
クにソフトに接触する緩衝部（衝突防止部材）をレンズホルダ上に設ける構成が様々に提
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案されている。緩衝部には、接触で光ディスクを傷つけないように、光ディスク材料より
も硬度の低い材料が使われる。緩衝部の構成として、レンズホルダに硬度の低い別部材を
接着する方法や、レンズホルダに弾性接着剤を塗布する方法などが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－４０４６３号公報
【特許文献２】特開２００６－３３８７８３号公報
【特許文献３】特開２００７－１５７２３１号公報
【特許文献４】特開２００７－２００４１８号公報
【特許文献５】特開２００７－３０５１７９号公報
【特許文献６】特開２００７－３１７２９０号公報
【特許文献７】特開２００８－５２８１２号公報
【特許文献８】特開２００８－２１０４５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、別部材を接着する方法では、その部品のコストとその部品をレンズホルダに取
り付ける工数が必要であり、コスト的に割高になる。
【０００８】
　一方、弾性接着剤を塗布しその固化をもって緩衝部を形成する案では、対物レンズに対
する緩衝部の突出量は弾性接着剤の塗布量に影響を受ける。弾性接着剤の塗布量はばらつ
きを生じやすく、緩衝部突出量の精度が不安定になりやすい。
【０００９】
　近年のブルーレイディスクなどの高密度記録用の光ピックアップ装置では、作動距離（
ＷＤ）が著しく短くなる傾向にある。そのため、緩衝部突出量精度のばらつきが大きいと
、緩衝部と光ディスクとが常に接触状態になったり、緩衝部として機能せずに対物レンズ
と光ディスクとが衝突したりする等の問題が発生する。
【００１０】
　本発明は、このような事情に鑑みて創作したものであり、対物レンズと光ディスクとの
接触衝撃を緩和する緩衝部をレンズホルダに備える光ピックアップ装置において、対物レ
ンズに対する緩衝部突出量の精度を安定化して光ディスクとの緩衝機能を安定化させると
ともに、製造の工数が少なく部品点数面でも低コストな製造を実現できるようにすること
を目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明による光ピックアップ装置は、対物レンズを接着によりレンズホルダに固定した
光ピックアップ装置であって、前記レンズホルダは、前記対物レンズの外周近傍部を当接
させるレンズ当接部と、前記レンズ当接部の外側近傍に形成された突起と、前記突起の周
囲において前記レンズ当接部に臨む状態で設けられた接着剤溜まりと、前記突起の頭頂部
から前記接着剤溜まりにかけて延在する弾性接着剤が固化することで、前記接着剤溜まり
において前記対物レンズを接着固定するレンズ固定部と、前記頭頂部に形成された光ディ
スクとの接触衝撃を緩和する緩衝部とを備えている。
【００１２】
　この構成においては、突起頭頂部にその上方から流動性のある弾性接着剤を注入すると
、弾性接着剤の一部は突起頭頂部に留まり、溢れた弾性接着剤が接着剤溜まりに流れ出し
てそこに溜まる。接着剤溜まりの直近においてレンズ当接部に対物レンズが当接している
ので、接着剤溜まりの弾性接着剤は、対物レンズの外周面に接触し、固化によって対物レ
ンズをレンズホルダに固定することになる。一方、突起頭頂部に留まった弾性接着剤は固
化することにより光ディスクに対する緩衝部を形成することになる。すなわち、緩衝部の
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形成と対物レンズの固定とが同時に完成することになる。接着剤溜まりは、対物レンズを
接着するための弾性接着剤の溜めと、緩衝部を形成するときの弾性接着剤の逃げ部とを兼
ねている。注入する弾性接着剤の量的ばらつきがあるとしても、突起頭頂部から流れ出す
以上の量を最低限の基準とすれば、接着剤量が少ない方向でのばらつきは抑えられる。加
えて、流れ出さずに突起頭頂部に残る接着剤量は、突起頭頂部の形状と接着剤の粘性によ
って決まるもので、接着剤の注入量には依存しない。したがって、接着剤の量管理は簡単
であり、緩衝部突出量のばらつきは解消され安定する。
【００１３】
　以上のように、上記の構成によれば、対物レンズに対する緩衝部の突出量が安定化され
、安定した緩衝機構が実現される。また、緩衝部として別部材を用いることはなく、対物
レンズのレンズホルダへの固定と緩衝部の形成とが同時に行われるので工数が低減される
。
【００１４】
　上記構成の光ピックアップ装置において、前記突起は、その頭頂部に窪みが凹入形成さ
れており、前記弾性接着剤の固化による前記緩衝部が前記窪みに嵌合しているという態様
がある。このように構成すれば、突起頭頂部に窪みが形成されているので、突起頭頂部に
弾性接着剤を流下させたときに、窪みに弾性接着剤が留まりやすくなる。したがって、突
起頭頂部における緩衝部の形成が良好に行われることになり、さらに、窪みの内部で弾性
接着剤が固化するので、緩衝部が光ディスクと摺接する際に緩衝部は容易には剥がれなく
なる。窪みという極めて簡単な構成により、２つの機能を発揮させることができる。
【００１５】
　なお、上記構成において、前記弾性接着剤は、紫外線を照射すると硬化する紫外線硬化
性接着剤（アクリル系、エポキシ系）などの光硬化性接着剤とするのが好ましく、位置調
整を最適化しやすい。熱硬化型接着剤であれば、塗布してから熱をかけることにより硬化
させるので、温度上昇に伴い粘度が低下するため、最適な位置調整が困難である。光ディ
スクの記録面上の光透過層より硬度の低いゴム系やセルロース系の接着剤も用い得る。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、緩衝部の基部である突起の周囲に突起頭頂部に注入される弾性接着剤
を逃がすための接着剤溜まりがあり、この接着剤溜まりに対物レンズが臨んでいるととも
に、突起頭頂部に残った弾性接着剤の固化により光ディスクに対する緩衝部を形成するも
ので、対物レンズ固定と同時に緩衝部を形成することができ、工数の削減が図れる上に、
対物レンズに対する緩衝部突出量の精度を極めて簡単な製造工程で安定化できる。結果と
して、光ディスクと対物レンズとの衝突防止に対して信頼性の高い光ピックアップ装置を
低コストで提供することができる。特に、高精度の組み立てが要求されるＢＤ（ブルーレ
イディスク）などの光ピックアップ装置でも、安定した製造品質を確保することができる
。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施の形態における光ピックアップ装置の概略的な構成を示す分解状態
の斜視図
【図２】光ピックアップ装置の光学構成図（平面図と側面図）
【図３】本発明の実施の形態における対物レンズ駆動装置の斜視図およびレンズホルダの
断面図
【図４】本発明の実施の形態における対物レンズ駆動装置の縦断面図と底面図
【図５】本発明の実施の形態における接着剤塗布工程図
【図６】本発明の別の実施の形態における接着剤塗布工程図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明にかかわる光ピックアップ装置の実施の形態を図面を用いて詳細に説明す
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る。
【００１９】
　図１は光ピックアップ装置の概略的な構成を示す分解状態の斜視図、図２は光ピックア
ップ装置の光学構成図で、図２（ａ）は平面図、図２（ｂ）は側面図である。
【００２０】
　この光ピックアップ装置は、図１に示すように、大きな構成要素として、光学ベース１
と対物レンズ駆動装置６を有している。光学ベース１には、集積ユニット２、コリメート
レンズ３、反射ミラー４が設けられている。集積ユニット２は、半導体レーザ、受光素子
、回折格子から構成されている。対物レンズ駆動装置６は、装着する対物レンズ５を光デ
ィスク２０のフォーカス方向およびラジアル方向（トラッキング方向）に駆動するもので
あり、光学ベース１の上方に配置されている。対物レンズ５は反射ミラー４の直上に位置
している。
【００２１】
　集積ユニット２内の半導体レーザより発せられた光の軌跡７は、コリメートレンズ３に
よって平行光になり、反射ミラー４によって９０度の角度で曲げられ、光ディスク２０に
対し垂直方向に進む。さらに対物レンズ５によって収束され、光ディスク２０上に直径１
ミクロン程度の光スポット８として集光される。光ディスク２０からの反射光は、逆の経
路をたどり、集積ユニット２に戻る。そして集積ユニット２内の回折格子によって分割さ
れ、受光素子に入射し、光ディスク２０上の記録情報を読み取るとともに、対物レンズ５
をフォーカス制御およびトラッキング制御するための信号が生成される。
【００２２】
　次に、図３および図４を用いて対物レンズ駆動装置６について詳細に説明する。図３（
ａ）は対物レンズ駆動装置６の斜視図、図３（ｂ）は図３（ａ）でのレンズホルダのＡ部
断面図、図４（ａ）は対物レンズ駆動装置６の縦断面図、図４（ｂ）はその底面図である
。
【００２３】
　対物レンズ駆動装置６は、対物レンズ５を保持するレンズホルダ１０と、レンズホルダ
１０をフォーカス方向（光ディスク２０の記録面に対し垂直方向）に移動させるフォーカ
スコイル１１と、レンズホルダ１０をトラッキング方向（光ディスク半径方向）に移動さ
せるトラッキングコイル１２と、レンズホルダ１０を中立位置にキープするバネ性を有し
たサスペンションワイヤ１３と、サスペンションワイヤ１３を固定するサスペンションワ
イヤ保持部１４と、フォーカスコイル１１およびトラッキングコイル１２に磁場を与える
マグネット１５と、マグネット１５およびサスペンションワイヤ保持部１４が接着などに
より固定される対物レンズ駆動ベース１６によって構成されている。サスペンションワイ
ヤ１３は、フォーカスコイル１１およびトラッキングコイル１２に電流を供給する役割も
担っている。サスペンションワイヤ保持部１４は、サスペンションワイヤ１３のダンピン
グに用いるシリコン系のゲルを塗布している。対物レンズ駆動ベース１６は、マグネット
１５の磁場効率を図る働きを持っている。
【００２４】
　集積ユニット２が生成するフォーカス制御信号とトラッキング制御信号は、サスペンシ
ョンワイヤ１３を介してフォーカスコイル１１およびトラッキングコイル１２に送られる
。すると、フォーカスコイル１１およびトラッキングコイル１２で電界が発生し、その電
界とマグネット１５の磁界により、フレミングの左手の法則に従ってレンズホルダ１０に
力が働く。その力とサスペンションワイヤ１３のバネ性による力が釣り合うところまで、
レンズホルダ１０が対物レンズ５とともにフォーカス方向およびトラッキング方向に変位
する。その結果、光スポット８が光ディスク２０の特定の場所に焦点を結ぶことになる。
【００２５】
　次に、緩衝のための技術要素について、図３、図４を用いて説明する。
【００２６】
　レンズホルダ１０は、対物レンズ５に光を導くための開口部１０ａと、対物レンズ５の
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円形状の外周部を当接して保持するガイド部１０ｂと、対物レンズ５の底面を当接保持す
るレンズ当接部１０ｃと、対物レンズ５をレンズホルダ１０に固定するための紫外線硬化
型の弾性接着剤１７が溜まる凹入状の接着剤溜まり１０ｄと、接着剤溜まり１０ｄの底面
から突出した円柱状の突起１０ｅとを有している。突起１０ｅは、レンズ当接部１０ｃの
外側近傍に形成されている。突起１０ｅの頭頂部に、弾性接着剤１７の塗付および固化に
よる緩衝部１８が形成されている。この緩衝部１８は、光ディスク２０と対物レンズ５と
の直接の衝突を防止するものである。この弾性接着剤１７は、レンズホルダ１０に対する
対物レンズ５の固定も兼用している。接着剤溜まり１０ｄにおいて対物レンズ５を接着固
定する弾性接着剤１７の部分がレンズ固定部１９である。緩衝部１８の頂点１８ａの高さ
位置は、対物レンズ５の上端面より高く設定されている。これにより、外部振動等でフォ
ーカスサーボ動作が無制御状態になって対物レンズ５が光ディスク２０に過剰に接近して
も、この緩衝部１８の頂点１８ａが光ディスク２０にソフトに接触し、対物レンズ５が直
接、光ディスク２０に衝突するのを防止するので、光ディスク２０や対物レンズ５の表面
が傷つくことを回避することができる。
【００２７】
　次に、図５を用いて、突起１０ｅの頭頂部に対する衝撃緩和用の緩衝部１８の形成とレ
ンズホルダ１０に対する対物レンズ５の固定について説明する。
【００２８】
　先ず、図５（ａ）～（ｃ）を用いて説明すると、突起１０ｅ上における緩衝部１８の頂
点１８ａの高さは、突起１０ｅの頭頂部に残留する弾性接着剤１７の量によって決定され
る。
【００２９】
　突起１０ｅの頭頂部の上方から流動性のある弾性接着剤１７を注入していく。最初は、
図５（ａ），（ｂ）のように、弾性接着剤１７は突起１０ｅの頭頂部に溜まる。そして、
図５（ｃ）のように、弾性接着剤１７が表面張力で支えることのできる限界量量以上に注
入されると、図５（ｄ）のように、表面張力で支えられない弾性接着剤１７が突起１０ｅ
の頭頂部から接着剤溜まり１０ｄに流れ出し、そこに溜まることになる。接着剤溜まり１
０ｄの直近においてレンズ当接部１０ｃに対物レンズ５が当接している。さらに弾性接着
剤１７を注入すると、流れ出して接着剤溜まり１０ｄに溜まる弾性接着剤１７の量が増加
し、対物レンズ５の外周面に接触することになる。弾性接着剤１７は紫外線硬化型であり
、これに紫外線を照射すると、突起１０ｅの頭頂部の緩衝部１８の形成と対物レンズ５の
固定（レンズ固定部１９）とが同時に完成することになる。接着剤溜まり１０ｄは、対物
レンズ５を接着するための弾性接着剤１７の溜めと、緩衝部１８を形成するときの弾性接
着剤１７の逃げ部とを兼ねている。
【００３０】
　ディスペンサから注入する弾性接着剤１７に量的ばらつきがあるとしても、突起１０ｅ
の頭頂部から流れ出す以上の量を最低限の基準とすれば、接着剤量が少ない方向でのばら
つきは抑えられる。加えて、流れ出さずに突起１０ｅの頭頂部に残る接着剤量は、頭頂部
の形状と接着剤の粘性によって決まる。これは、接着剤の注入量には依存しない。したが
って、接着剤の量管理は簡単であり、緩衝部１８の高さばらつきは解消され安定する。
【００３１】
　図６（ａ），（ｂ）は別の実施の形態を示す。突起１０ｅの頭頂部に窪み１０ｆが凹入
形成されている。突起１０ｅの頭頂部に弾性接着剤１７を流下させたときに、窪み１０ｆ
に弾性接着剤１７が留まりやすくなる。弾性接着剤１７が固化した結果の緩衝部１８は、
窪み１０ｆに嵌合した状態となる。したがって、突起１０ｅの頭頂部における緩衝部１８
の形成が良好に行われることになる。さらに、窪み１０ｆの内部で弾性接着剤１７が固化
し、緩衝部１８が窪み１０ｆに嵌合しているので、緩衝部１８が光ディスク２０と摺接す
る際に緩衝部１８は容易には剥がれなくなる。窪み１０ｆという極めて簡単な構成により
、２つの機能を発揮させることができる。
【産業上の利用可能性】
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【００３２】
　本発明の光ピックアップ装置は、対物レンズと光ディスクとの直接の接触を防止する緩
衝部をレンズホルダに備え、対物レンズに対する緩衝部の突出量を安定化させ、対物レン
ズの固定と緩衝部の形成を同時に行うことでレンズホルダの製作工数を大幅に低減するも
のであり、特に、ブルーレイディスクドライバなど短波長の半導体レーザを用いる高記録
密度の光ディスクドライブ装置における高精度なトラッキング制御・フォーカス制御を必
要とする光ピックアップ装置に有用である。また、条件の厳しい環境下にある車載用の光
ディスクドライブ装置にも有用である。
【符号の説明】
【００３３】
　１　光学ベース
　２　集積ユニット
　３　コリメートレンズ
　４　反射ミラー
　５　対物レンズ
　６　対物レンズ駆動装置
　７　レーザ光の軌跡
　８　光スポット
　１０　レンズホルダ
　１０ａ　開口部
　１０ｂ　ガイド部
　１０ｃ　レンズ当接部
　１０ｄ　接着剤溜まり
　１０ｅ　突起
　１０ｆ　窪み
　１１　フォーカスコイル
　１２　トラッキングコイル
　１３　サスペンションワイヤ
　１４　サスペンションワイヤ保持部
　１５　マグネット
　１６　対物レンズ駆動ベース
　１７　弾性接着剤
　１８　緩衝部
　１８ａ　緩衝部の頂点
　１９　レンズ固定部
　２０　光ディスク



(8) JP 2010-257537 A 2010.11.11

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 2010-257537 A 2010.11.11

【図５】 【図６】


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

